
 

1 
 

Plus500JP 証券株式会社 

 

ノックアウトオプション取引にかかる確認書  Plus500 

Plus500JP 証券株式会社 

金融商品取引業者登録番号 関東財務局長（金商）第 156 号 

商品先物取引業者 

 

 



 

1 
 

 
 

 

ノックアウトオプション取引にかかる確認書  

 

 

 

1. 私は、ノックアウトオプション取引（以下「本取引」）に関し、本取引の基本的な仕組みやリスク

について、十分な説明を受け、理解しました。（取引説明書：【店頭デリバティブ取引のリスクに

ついて】）及び≪附則≫ノックアウトオプション取引についての説明全般 参照） 

 

2. 私は、本取引に関し、特に次に掲げる事項について、十分な説明を受け、理解しました。 

2.1. 本取引に影響を与える主要な通貨の水準の推移等から想定される損失額。 

（取引説明書：【店頭デリバティブ取引のリスクについて】（価格・指数変動リスク）、（ロスカ

ットに伴うリスク）及び≪附則≫ノックアウトオプション取引についての説明 7. 最大損失額  

参照） 

2.2. 想定した前提と異なる状況になった場合、更に損失が拡大する可能性があること。 

（取引説明書：【店頭デリバティブ取引のリスクについて】（価格・指数変動リスク）、（ロスカ

ットに伴うリスク）及び≪附則≫ノックアウトオプション取引についての説明 7. 最大損失額  

参照） 

2.3. 本取引が原則として中途解約できないものであること。（取引説明書において、お客様が注文

執行後に当該注文にかかる契約を決済することは「解約」に該当しません。取引時間内であれ

ば、いつでも決済注文を出すことができます。） 

2.4. ノックアウトオプションのオプション購入代金は、ポジションを建てた時でなく決済時に徴収

されますが、ポジションを建てた時に余剰証拠金からは控除されるため、 FX ・証券 CFD ・商

品 CFD 銘柄、もしくはノックアウトオプションの新規ポジションの証拠金に利用することは

できないこと。 

2.5. 同一口座内にて FX 取引・証券 CFD 取引・商品 CFD 取引とノックアウトオプション取引を行

った場合、 FX 取引・証券 CFD 取引・商品 CFD 取引とノックアウトオプション取引の預託証

拠金、必要証拠金、有効証拠金、評価損益は合算・相殺され、口座の証拠金が計算されるこ

と。及びロスカットは同証拠金維持率が 100%を下回ったときに実施されること。 

 

3.    私は、本取引により想定される損失額を踏まえ、私が許容できる損失額及び私の資産への状況への

影響に照らして、私が取引できる契約内容であることを確認いたしました。 

  

以上 
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